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第　 1　問

t，pを実数とし，t > 0とする。xy 平面において，原点 Oを中心とし点 A(1, t)を通
る円を C1 とする。また，点 Aにおける C1 の接線を ℓとする。直線 x = pを軸とする 2

次関数のグラフ C2 は，x軸と接し，点 Aにおいて直線 ℓとも接するとする。

(1) 直線 ℓの方程式を tを用いて表せ。

(2) pを tを用いて表せ。

(3) C2 と x軸の接点をMとし，C2 と y 軸の交点を Nとする。tが正の実数全体を動
くとき，三角形 OMNの面積の最小値を求めよ。
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第　 2　問

整数 a1, a2, a3, · · · を，さいころをくり返し投げることにより，以下のように定めてい
く。まず，a1 = 1とする。そして，正の整数 nに対し，an+1 の値を，n回目に出たさい
ころの目に応じて，次の規則で定める。

(規則) n回目に出た目が 1, 2, 3, 4なら an+1 = an とし，5, 6なら an+1 = −an とする。

たとえば，さいころを 3回投げ，その出た目が順に 5, 3, 6であったとすると，a1 = 1，
a2 = −1，a3 = −1，a4 = 1となる。
an = 1となる確率を pn とする。ただし，p1 = 1とし，さいころのどの目も，出る確

率は 1
6
であるとする。

(1) p2，p3 を求めよ。

(2) pn+1 を pn を用いて表せ。

(3) pn ≦ 0.5000005 を満たす最小の正の整数 n を求めよ。ただし，0.47 < log10 3 <

0.48であることを用いてよい。
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第　 3　問

0 < t < 1とする。平行四辺形 ABCDについて，線分 AB，BC，CD，DAを t : 1− t

に内分する点をそれぞれ A1，B1，C1，D1 とする。さらに，点 A2，B2，C2，D2 および
A3，B3，C3，D3 を次の条件を満たすように定める。

(条件) k = 1, 2について，点 Ak+1，Bk+1，Ck+1，Dk+1は，それぞれ線分 AkBk，BkCk，
CkDk，DkAk を t : 1− tに内分する。

−→
AB =

−→
a，−→

AD =
−→
b とするとき，以下の問いに答えよ。

(1)
−−−→
A1B1 = p

−→
a + q

−→
b ，−−−→

A1D1 = x
−→
a + y

−→
b を満たす実数 p，q，x，y を t を用いて

表せ。

(2) 四角形 A1B1C1D1 は平行四辺形であることを示せ。

(3)
−→
ADと −−−→

A3B3 が平行となるような tの値を求めよ。

— 4 — 筑波大学（文系）　 2022 年


